
平成２５年度事業報告書 

 近年における少子高齢化、核家族化の進展により、社会を取り巻く環境が大きく変化して

います。さらに地域住民のつながりが一段と希薄化していく一方で福祉ニーズも多様化して

います。 こうした中、本市においても、高齢者単身世帯の増加や高齢者のみの世帯が増加し、

介護や日常生活上の支援など家庭の中だけでは解決できない様々な生活課題を抱える世帯が

増加しています。 また、高齢者世帯だけでなく、子育て家庭や障がいのある人などが抱える

生活課題は、複雑化、多様化し課題解決が困難なケースが増加しています。 

このような社会状況にあって、福祉の充実を図りさまざまな人たちが共に支え合い助け合

いながら、援助を必要とする人と共に生きる地域社会の実現を目指して、各種の福祉施策を

推進していくことが強く求められています。 

 このため、社会福祉協議会は、地域社会福祉活動の推進や在宅サービス等の活動をはじめ、

藤岡市はもとより関係機関や団体等との緊密な連携を図りながら、以下の事業を実施いたし

ました。 

 

１．会員の状況     

   ・普通会員数       １９，８１７世帯 (昨年比 ２３５) 

   ・賛助会員数          ２７４世帯 (昨年比   △３) 

   ・特別賛助会費納入者数     ３３４社   (昨年比     ３) 

 

２．会議開催状況 

   ・理事会             ６回 

   ・評議員会            ５回 

   ・監査会             １回 

   ・広報委員会           ３回 

 

３．広報活動 

年３回発行する「社協だより」と共に、市広報に掲載を依頼して福祉事業のピーアールに

努めました。  

 

４．指導・育成 

（１）役員の研修については会議等を通して資質や知識の向上に努めました。     

ボランティアについても資質の向上とグループ間の交流を深めるため、各種講習会、研修 

会等を開催して、指導、育成に努めました。 

（２）ボランティア養成講座を開催して、その育成に努めました。 

 ◇手話通訳奉仕者養成講座 ５３日（入門・基礎） 延べ ３６５人参加（修了証:入門９

人 基礎講座５人） 

◇点訳奉仕者養成講座  ３日（土曜コース）延べ  ６人参加 



５．地域福祉活動  心配ごと相談や結婚相談を定期的に開催して、社会不安の解消や結婚

活動の相談等に努めました。 

事   業  

名 
開 催 日 数 相 談 件 数 紹 介 件 数 成 立 件 数 

心配ごと相

談事業 
４６日 １４５件 － － 

結婚相談事

業 
３４日 ４６３件 １９件 ０件 

      

６．ボランティアセンター   

 市民の善意に基づく金品の寄付を受けました。  

  ◇一般寄付         ３０件     ２，５２６，８３４円 

  ◇愛の募金          ６件       １２３，８８４円 

  ◇物  品         ４２件（米、タオル、介護用品、その他日用品） 

 

７．福祉関係団体助成 

 福祉関係団体等との連携を図って活動の推進に努めると共に、民児協、連合婦人会、 

身障連、子ども会育成会、保育部会に助成を行いました。 

 

８．ふれあい型食事サービス事業 

 見守りが必要な高齢者の方などが、住み慣れた地域で安心して暮らせるよう、定期的 

に地域のボランティアなどが訪問し、安否確認や孤独感の解消を図るとともに、同時に 

地域住民の福祉活動に対する意識を高め、近隣でのたすけあいの輪が広がるように７０ 

歳以上の近隣に子供のいない虚弱な高齢者等へ藤岡地区は月４回、鬼石地区は月２回の 

食事サービスを行いました。 

   藤岡地区    ４６日     延べ配食数  ２，０７０食 

      鬼石地区        ２４日          延べ配食数        １６３食   

 

９．在宅介護サービス 

 （１）介護保険サービ 

  ◇栗 須 

  ・居宅介護支援（ケアマネジャー）２４４日 延べ １，６３９人作成（ケアプラン） 

・訪問介護（ホームヘルパー）  ２５７日 延べ  ６，１２０回訪問  

  ・通所介護（デイサービス）   ３０４日 延べ  ６，４０８人利用         

◇鬼 石 

  ・通所介護（デイサービス）   ２５４日 延べ  ３，３６２人利用  

 （２）介護保険外サービス 

  ・在宅介護支援センター（栗須） ３６５日 延べ  １，０４６回訪問 



   ・在宅介護支援センター（鬼石） ３６５日 延べ    １，２５５回訪問 

      ・訪問介護(ホームヘルパー)    ２５７日 延べ    １，３６８回訪問 

   ・通所介護(デイサービス)     ３０４日 延べ    ２００人通所 

    ・介護タクシー                 ２４４日 延べ  １，５８０回稼働 

 

10．高齢者自立センター事業及び日常生活自立支援事業 

  ◇高齢者自立センター藤岡  介護認定審査の結果、非該当者で介護予防が必要と認め 

られた高齢者を対象に事業を推進しました。 

   ・デイサービス事業       ２０１日  延利用者数   １，４８３人 

   ・ホームヘルプ事業       ２４４日  延利用者数     ５７８人 

   ・機能回復訓練          １６日  延利用者数        ７人 

   ・転倒骨折予防          ４２日  延利用者数     ４１９人 

   ・介護教室             ３日  延利用者数        ８人 

  ◇高齢者自立センター鬼石  介護認定審査の非該当者で介護予防が必要と認められた 

高齢者を対象に事業を推進しました。 

   ・デイサービス事業       １９９日  延利用者数       ９５０人 

   ・ホームヘルプ事業       １４４日  延利用者数     １９８人 

   ・転倒骨折予防          ４２日  延利用者数     １３５人 

  ◇日常生活自立支援事業    主に判断能力が不十分な方が安心して生活できるよう、 

日常的な金銭管理や、通帳預かり等の支援を行っています。 

・相談件数   ５３８件  契約件数   ６件(認知１件 知的１件  精神４件) 

  利用件数 ２６件 

・登録支援員数   １７人 稼働時間５０５．５時間  (賃金７１０円/時間) 

・延べ利用者数  ２８０人     

 

11．栗須の郷及びゆったり館運営事業   

市民に浴場の利用やレクリェーションの場等を提供して、市民福祉の向上に努めました。 

◇栗須の郷   開館日数 ３０４日 利用者数 ８１，７０９人 (市内利用 68,131人，83.3％) 

◇ゆったり館  開館日数 １９９日 利用者数  ５，６４７人 (65才以上 3,972人 70.3％) 

 

12. ミニデイサービス事業   

概ね７５歳以上の高齢者を対象に市内６４会場でミニデイサービスを開催し、地域に暮らす 

高齢者の介護予防に努めました。 

・年間利用者延べ数  ６，８４３人 述べ年間開催数７３５会場 会場数６４ヶ所  

参加費３００円(月 1回) 

13．学童保育所運営事業   

仕事などの事情で昼間保護者がいない家庭の児童を預かる学童保育所の運営を市から受託 

して行いました。 



◇みどの学童クラブ    開館日数  ２９２日  学童保育登録者数  ３８人 

 

14．歳末助け合い運動  「みんなで支え合う温かい地域づくり」を目指して、毎戸１００ 

円以上の助け合い募金をお願いしました。 

地区名 平成２５年度 （円） 平成２４年度 （円） 前年対比 （円） 

藤  岡 ４５７，５００ ４５９，９６０ △２，４６０ 

神  流 ２６４，７００ ２６１，３００ ３，４００ 

小  野 ３５９，６００ ３５５，１００ ４，５００ 

美 土 里 ２４８，０００ ２５９，０００ △１１，０００ 

美 九 里 １６４，０００ １６２，９００ １，１００ 

平  井 １２５，２００ １２６，４００ △１，２００ 

日  野 ６０，０００ ６０，６００           △６００ 

鬼  石 ２２５，８８６ ２２６，３２９           △４４３ 

合  計 １，９０４，８８６ １，９１１，５８９ 
       △６，７０

３ 

 

15. 各種援助活動  生活困窮者等の弱者を対象に相談支援や資金貸付を行い安定した生

活が送れるよう制度の推進に努めました。 

（１） 

 貸付件数 相談件数 

総合支援資金(離職者支援資金含む) ３ ３２ 

福   祉   費 ０   ６ 

緊急小口資金 ４ ３２ 

教育支援資金 ２ １５ 

不動産担保型生活資金 ０   ０ 

要保護世帯向け不動産担保型生活資

金 

０   ７ 

臨時特例つなぎ資金 ０   ０ 

合   計 ９ ９２ 

    

・藤岡市社協の独自制度 

 貸付件数 相談件数 



社協貸付制度による小口生活資金貸

付 

１６ ４５ 

社協緊急時食料支援   １   １ 

（２）災害見舞い（火災） ３件 ２５，０００円(見舞金規程 全焼 10,000円 半焼 5,000円) 

（３）行路者救済      ６件  １，８００円(1件 300円) 

 

16．老人福祉車の一部購入補助事業    

高齢者の日常生活を支援するため、老人福祉車の購入に助成して老人福祉向上に努めました。 

                           補助台数  ４０台  金額２００，０００円 

 

17．介護慰労金受給者激励品贈呈事業               人   数         ５５人 

    児童生徒入学用品支給事業 （ランドセル贈呈）                      ２人 

 

18．収益事業 

（１）福祉バザーの開催 

  ６月２３日(日)市民ホールを会場に区長会、民生・児童委員協議会、連合婦人会、ボラン 

ティア連絡協議会と福祉バザーを行いました。              

・バザーの提供物品数   ４，９８８点      売上金額 ８４７，１３３円   

（２）自動販売機清涼飲料売り上げ代                 収 益 金 １８５，３５９円 

 

19．福祉教育推進事業 

（１）児童・生徒が体験学習の機会を通じて社会福祉への理解と関心を高め、日常生活場面 

での相互扶助、社会連帯が大切なことを認識させるため小・中学校を対象に福祉教育の推 

進を図りました。  

・体験用具の貸出や実習実施の補助として福祉教育の推進に努めました。  

（２）実習生の受け入れ  本市出身者を中心に受入に努めました。             

 

20．安心カード交付事業      

 ひとり暮らし老人等を中心に民生児童委員協議会と共催で安心カードの交付を行いました。 

緊急連絡先、かかりつけ医、服薬情報等を記載したカードを冷蔵庫に保管しておくことによ 

り万が一、緊急時の対応が出来る安心・便利なカードを配布しました。 

  配布累計   ６５歳以上のひとり暮らし世帯    １，４８２ 世帯      

障がい者（児）のいる世帯              ９４ 世帯 

             その他の世帯                        １１７ 世帯   

                      合   計                １，６９３ 世帯 

 

21．見守り支援推進事業   

  地域での様々な課題について地域全体で取り組む体制の構築が必要とされる中、群馬県社 



会福祉協議会から指定を受け、ひきこもりに焦点をしぼり、事業に取り組みました。  

その事業の一環として「ひきこもりとつながり」緩やかな社会参加を支援するをテーマに講 

演会を２月１日に実施しました。            講演会参加者   ２２６名  

22．除雪ボランティア活動       

  概ね６５歳以上の高齢者世帯、心身障がい者の方のみで構成されている世帯等で、自力で 

除雪が困難かつ家族や親類及び近隣の協力が困難な世帯に対して、ボランティアによる除雪 

活動を行いました。 

市のホットメールや、FM群馬、ホームページ等で除雪ボランティア活動への参加依頼を行 

い、活動に協力いただきました。 

活動期間              ２月２３日から３月１日までの７日間 

活動件数              ５２カ所 

参加ボランティア数    延 ９３人 

                                 

 


